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学位論文の要旨 
[ 目 的 ] 本論文は、スポーツマウスガードにシリコーンラバーを応用するため、シリコーン材
のマイクロ波重合による物理・機械的性質を評価し、マウスガード作成に応用するための重合条
件を検討した研究である。 
[ 材料・方法 ] 材料は、液状シリコーン：ベース X-32-3155/キャタリスト CX-32-3155 (信越化学
工業社)で、対照として市販材の CapS（エチレン・酢酸ビニールアセレート共重合体, 松風社）と
MG21(ポリオレフィン, CGK 社)を用いて検討している。各試験片原型を FRP フラスコに石膏埋没
して、石膏硬化後に原型を除去してモールドとし、これにシリコーンを填入・重合して成形され
た。重合条件の対照を室温 23℃で 24 時間放置とした。さらに、実験条件決定に先立ち予備実験
を行った結果、①出力 170W で 10 分間重合、②出力 170W で 10 分間重合後に 700W で 3 分間重
合、③出力 170W で 15 分間重合、④出力 170W で 15 分間重合後に 700W で 3 分間重合、⑤出力
500W で 15 分間重合の単一重合と二段階重合を含む 5 種の実験条件とした。作成された試験片に
ついて、引張試験（JIS K6251）、引裂強さ試験（JIS K6252）、硬さ試験（JIS K6253）、衝撃吸収試
験，内部気泡の観察を行っている。 





500W で 15 分」で他の条件よりも 2 倍多く、他の条件間に有意差はなかった。これらの結果から、
シリコーンラバーをスポーツマウスガードに応用するためのマイクロ波重合として「 出力







































判 定 結 果 合格   ・   不合格 
備考 
1 学位論文名が外国語で表示されている場合には、日本語訳を（ ）を付して記入すること。 
2 学位論文名が日本語で表示されている場合には、英語訳を（ ）を付して記入すること。 
3 論文審査委員名の前に、所属機関・職名を記入すること。 
